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輸送密度 2,000 人/日未満の線区別経営状況に関する情報開示 
 

 

 ローカル線については、取り巻く環境の変化とともに、ご利用状況が大きく変化しており

ます。地域の皆様と各線区の実態や課題を共有することを目的として、線区のご利用状況や

経営状況に関する情報開示を行っています。 

 

輸送密度（平均通過人員）2,000 人/日未満の線区（2019 年度実績による 17 路線 30 線

区）について、一定の前提をおいた算出のもと線区別の収支率など（2020～2022 年度の３

か年平均）を別紙のとおりお知らせいたします。 

 

※収支率：その区間にかかる費用に対する収入の割合 

※収入は線区運輸収入、費用は線区で発生する費用を計上（管理費等は除外） 

 

【参考】ローカル線に関する課題認識と情報開示について（2022 年 4月 11 日プレスリリース抜粋） 

（https://www.westjr.co.jp/press/article/2022/04/page_19817.html） 

・ローカル線に関する課題認識 

会社発足から 35 年間、地域の皆様にご協力いただきながら、輸送改善や観光誘発といったご利用促進

策を進めてまいりました。一方、この間に沿線人口の減少・少子高齢化、道路整備や、道路を中心とした

まちづくりの進展など、ローカル線を取り巻く環境は大きく変化しております。 

そうした中で、鉄道は自動車に比べてきめ細かな移動ニーズにお応えできないこともあり、線区によっ

ては地域のお役に立てておらず、厳しいご利用状況となっています。特に今回お示ししている線区につい

ては、大量輸送という観点で鉄道の特性が十分に発揮できていないと考えております。これらの線区はＣ

Ｏ２排出の面でも、現状のご利用実態では必ずしも鉄道の優位性を発揮できていない状況にあります。 

 今後もさらなる人口減少など、環境変化が見込まれる中で、持続可能な地域社会の実現に向け、線区の

特性の違いや移動ニーズをふまえ、地域のまちづくりに合わせた、今よりもご利用しやすい最適な地域交

通体系を地域の皆様と共に創りあげていく必要があると考えています。 

・地域の皆様との対話に向けて 

 地域の皆様と課題を共有させていただき、「地域公共交通計画」の策定などの機会に積極的に参画し、

地域のまちづくりや線区の特性・移動ニーズをふまえて、鉄道の上下分離等を含めた地域旅客運送サービ

スの確保に関する議論や検討を幅広く行いたいと考えています。 
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もっとつながる。未来が動き出す。
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【別紙】 2019年度 輸送密度（平均通過人員）2,000人/日未満の線区の経営状況（2020-2022平均）

線区運輸収入

(A)

【億円】

線区営業費用

(B)

【億円】

収支率

(A)/(B)

線区営業係数

100*(B)/(A)

【円】

1987 2022 2022/1987比

小浜線 敦賀～東舞鶴 84.3 2.2 17.4 12.6% 792 2,712 864 32%

越美北線 越前花堂～九頭竜湖 52.5 0.5 8.5 5.3% 1,892 772 318 41%

大糸線 南小谷～糸魚川 35.3 0.2 6.1 2.6% 3,835 987 108 11%

城崎温泉～浜坂 39.9 1.0 10.5 9.5% 1,053 4,966 721 15%

浜坂～鳥取 32.4 0.8 8.4 10.1% 991 4,878 768 16%

出雲市～益田 129.9 5.6 38.7 14.4% 694 2,779 860 31%

益田～長門市 85.1 0.6 12.0 5.2% 1,939 1,663 231 14%

長門市～小串・仙崎 52.8 0.6 8.9 6.9% 1,457 2,424 273 11%

関西線 亀山～加茂 61.0 1.7 17.5 9.6% 1,046 4,294 864 20%

紀勢線 新宮～白浜 95.2 3.9 32.4 11.9% 838 4,123 793 19%

加古川線 西脇市～谷川 17.3 0.1 2.7 4.5% 2,244 1,131 237 21%

播磨新宮～上月 28.8 0.7 6.5 11.2% 896 2,389 822 34%

上月～津山 35.4 0.4 4.8 8.8% 1,142 1,527 386 25%

津山～中国勝山 37.5 0.6 5.0 11.0% 907 1,364 640 47%

中国勝山～新見 34.3 0.1 3.9 2.7% 3,745 702 132 19%

播但線 和田山～寺前 36.1 2.0 8.2 24.9% 402 3,388 972 29%

備中神代～東城 18.8 0.1 1.7 3.1% 3,181 504 89 18%

東城～備後落合 25.8 0.01 2.0 0.6% 15,516 476 20 4%

備後落合～備後庄原 23.9 0.1 2.4 2.6% 3,777 725 75 10%

備後庄原～三次 21.8 0.3 2.6 10.4% 958 1,257 327 26%

三次～下深川 54.6 1.7 15.5 11.3% 888 3,500 988 28%

福塩線 府中～塩町 54.4 0.2 5.2 4.0% 2,516 898 160 18%

因美線 東津山～智頭 38.9 0.2 3.9 4.1% 2,431 1,551 130 8%

宍道～出雲横田 52.3 0.4 6.6 6.5% 1,538 879 237 27%

出雲横田～備後落合 29.6 0.04 2.4 1.8% 5,695 279 54 19%

岩徳線 岩国～櫛ヶ浜 43.7 1.4 7.0 20.2% 494 3,342 1,071 32%

宮野～津和野 47.4 0.9 10.6 8.7% 1,148 2,237 495 22%

津和野～益田 31.0 0.5 6.6 7.7% 1,304 1,859 417 22%

小野田線 小野田～居能 など 13.9 0.2 1.9 8.1% 1,230 1,479 371 25%

美祢線 厚狭～長門市 46.0 0.5 5.2 9.5% 1,049 1,741 377 22%

※「データで見るＪＲ西日本」で平均通過人員を開示している区間

2020-2022平均

営業ｷﾛ

平均通過人員【人/日】

(注)

　１．「平均通過人員」は、ご利用されるお客様の１日１kmあたりの人数を表し、以下の計算により算出しています。

　　　【平均通過人員】＝【各路線の年度内の旅客輸送人キロ】÷【当該路線の年度内営業キロ】÷【年度内営業日数】

　２．線名・区間・営業キロは2022年度末現在の情報を元にしています。1987年度の平均通過人員は1987年度当時の営業キロを元に算出しています。

　３．収支率はその区間でかかる費用に対する収入の割合、線区営業係数はその区間で100円の収入を得るためにかかる費用を表しています。

　４．管理費（本社・支社にかかる費用）は除いています。

　５．四捨五入の関係で、「収支率」「線区営業係数」は「線区運輸収入」「線区営業費用」による計算結果と一致しない場合があります。
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